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1 ӽχᾝ  

1.1 ῢ ӱ 

徳島県の人口は、１９５０年の８７８，５１１人をピークに、１９７０年頃まで減少が続いた後増加に転

じましたが、１９８５年頃を境として、以降は再び減少傾向にあります。 

２０２０年１月１日では推計人口は７３５，９７４人となり、前年と比べ７１８人の増加となりました。

しかし、国立社会保障・人口問題研究所の推計では、今後も減少傾向が続き、２０４５年には、約５３５，

０００人にまで減少する見込みで、その人口減少率は都道府県の中で７番目となっています。 

また、６５歳以上の老年人口は２０１５年時点で３０％を超えており、２０４０年には４０．１％と、全

国平均の３５．３％を上回る事が予想されています。 

 

 

 

図１：人口推移 
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図２：人口構成 

 

 

1.2 ῢ ᴟχ ԍ  

 徳島県の人口変化の要因として、死亡数が出生数を上回る「自然減」と、転出が転入を上回る「社会減」

の状況が続く事に加え、合計特殊出生率の低下が挙げられます。 

 

■自然増減・社会増減 

自然増減では、出生数は１９７０年代以降に右肩下がりとなり、１９７５年には１２,０２０人の子供が生

まれていましたが、２０１５年には５，５８６人となり、４０年で約半分となります。 

死亡数は、１９９０年代以降に右肩上がりとなり、１９９４年には死亡数が出生数を上回る形となりま

す。以来、出生数が死亡数を超える事はなく年々その乖離は大きさを増し、今に至ります。 

また、社会増減では、転出が転入を上回る「転出超過」の現状が続いており、地域別の人口移動の状況を

みると、大阪府への転出が１位となっています。また、年齢階級別にみると、１０代後半から２０代前半に

かけての減少が目立ち、進学や就職を機に転出しているのが推察できます。 
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図３：出生数・死亡数 / 転入数・転出数 

 

 

 

    図４：徳島県転入数・転出数の上位地域     図５：徳島県年齢階級別準移動数の時系列推移 
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■合計特殊出生率 

１９８５年に１．８０だった徳島県の合計特殊出生率は、全国の傾向と同じく減少し、２００５年には

１．２６まで低下しました。依然として人口規模を保つために必要とされる水準（人口置換水準２．０７）

を下回っていますが、近年は緩やかな上昇傾向にあり、２０１５年には１．５３まで回復しています。 

 

 

 

図６：徳島県男女人口・合計特殊出生率の推移 
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1.3 ͙ͥ͜χ ệρ ӽϬꜘβ ◙  

 平成２９年度の徳島県経済を生産面からみると、総生産額は名目３ 兆１ ，５ ６ ９ 億円、実質３ 兆７ ２ 

２ 億円となっており、経済成長率（名目）２．７％増となっています。 

 

産業別内訳は以下の通りです。 

 

第１次産業    ６５８億円  対前年度比４．９％減  構成比 ２．１％ 

第２次産業  １兆５８６億円  対前年度比６．９％増  構成比３３．５％ 

第３次産業  ２兆１４９億円  対前年度比０．７％増  構成比６３．８％ 

 

 

 経済成長率に対する寄与度でみると、大塚製薬工場や日亜化学工業など世界的なシェアの高い医療関連分

野やＬＥＤ関連の製造業が牽引していますが、他の産業の寄与度は低く、卸売り・小売業など寄与度はマイ

ナスとなっています。 

 

 

 

図７：経済成長率（名目）に対する寄与度 
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1.4 ᾼ χ ệ 

 

■雇用情勢 

２０２０年７月 

有効求人倍率（季節調整値）  １．１２ 倍 

正社員有効求人倍率（原数値） ０．８９ 倍 

 

徳島労働局の発表によると、有効求人数（原数値）は前年同月に比べ２２．９％減の１３，３１１ 人とな

り、有効求職者数（同）は、前年同月比４．３％増の１２，４３４ 人となりました。 

新規求人数（原数値）（パートを含む）は前年同月に比べ２７．７％減の４，８８６人となり、新規求職

者数（原数値）は前年同月に比べ４．８％減の２，４４１人となりました。 

 

産業分類（大分類） 

前年同月比 増 

学術研究、専門・技術サービス業 ５１．１%（４８人） 

 

前年同月比 減 

医療・福祉   ▲２２．２％（４７０ 人） サービス業 ▲４１．１%（３７６人） 

卸売業・小売業 ▲３０．１％（２６７人）  製造業   ▲４０．２％（２３１人） 

 

雇用失業情勢は、求人が求職を上回って推移しているものの求人が減少しており、新型コロナウイルス感

染症が長引けば、今後雇用に大きな影響を与えると思われます。 

 

 

■外国人労働者 

①外国人労働者数 ４，９４６人（前年同期比５５７人、 １２．７％増、全国第４０位） 

② 外国人労働者を雇用する事業所数  １，０５１ 所（前年同期比 １１７所、１２５％増 全国第３７位） 

③ 国籍別  １位 ベトナム １，６９１人（外国人労働者全体の３４．２％） 

２位 中国   １，６３３人          （同 ３３．０％） 

３位 フィリピン  ４９０人          （同   9． 9 ％） 

④ 在留資格別 「技能実習」が最多で３，２６９人（外国人労働者全体の６６．１％） 
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1.5 ͎͍͌͌ ӟ‭ ←ΰθ←ᵲʾכ ệ 

■平成２２年（２０１０）４月２７日 県南部を中心に大雨や暴風 

２７日の降水量は美波町日和佐で２３１．５ミリを観測しました。住家の半壊１棟、床上浸水３１棟、床下

浸水２５６棟、道路通行規制１８箇所、美波町の地すべりの被害が出た。鳴門市で養殖わかめのいかだが強

風と高波で流出し、被害金額１億３千万円に及びました。 

 

■平成２３年（２０１１）３月１１日 東日本大震災 

東北地方太平洋沖地震津波により、阿南市橘町では防潮施設を越波しなかったが、港の物揚場やその背後地

で広く浸水しました。 

 

■平成２４年（２０１２）６月１９日～２０日 台風4号 

県南部を中心に荒れた天気となり、１９日に日降水量が上勝町福原旭で２６６．０ミリ、最大瞬間風速は美

波町日和佐で東の風３０．２ｍ／ｓを観測しました。大雨により飯尾川が増水し、石井町浦庄に架かる町道

の桧瀬橋が崩落、農業被害７３０万円、フェリー・航空便の欠航、ＪＲ全線及び阿佐海岸鉄道の運休、山腹

崩壊、停電等の影響が出ました。 

 

■平成２５年（２０１３）9 月１４日～１６日 台風１８号 

沿岸部を中心に大雨となり、総降水量は阿南市蒲生田で４３７．５ミリ、徳島市で３６７．０ミリを観測し

ました。鳴門市では大津町の大代谷川の片側護岸が増水により約１０ｍに渡って土が崩れ、鳴門ウチノ海総

合公園では、管理事務所のトタン屋根の一部が強風ではがれました。住家の床上浸水 4 棟、床下浸水３３

棟、非住家被害１７棟に及んだ。道路の通行止め２９路線４８箇所、停電３，４８６戸、フェリー・航空便

の欠航等の影響が出ました。 

 

■平成２６年（２０１４）８月１０日 台風１１号 

那賀川流域では５００～１，０００ミリの雨となり、広い範囲で深刻な浸水被害が発生しました。那賀町和

食地区では一部で浸水深が３ｍを超え、避難の遅れた住民が２階から船で救出される事態が発生し、阿南市

加茂谷地区の深瀬町では路面３．３ｍ（浸水位２７．１ｍ）まで冠水しました。 

 

■平成２７年（２０１５）２月６日 地震 M５．１ 

牟岐町で震度５強、海陽町で震度５弱を観測したほか、県内の市町村で震度４～２を観測した。この地震

で、海陽町・那賀町の小中高校の校舎・窓ガラスにヒビ等の小被害が生じました。 

 

■平成２８年（２０１６）９月２０日 台風１６号 

桑野川流域は豪雨に見舞われ、谷口雨量観測所では累計雨量２９８ミリを記録しました。この豪雨により、

桑野川は基準地点の大原で氾濫危険水位（無堤）を超える出水となり、桑野川沿いを中心に内水等による浸

水被害が発生しました。 

 

■平成３０年（２０１８）7 月 梅雨前線活発化 

四国西南地域は記録的豪雨に見舞われ、７月６日夜には三好市の国道３２号で路面陥没が起こりました。 
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■疾病 

２０２０年１月以降 新型コロナウイルス感染拡大における感染者数及び地域への影響 

 

徳島県のＰＣＲ検査における７月３０日時点の感染者数は２３人であり、全国内においても４番目の少なさ

でした。しかし、８月中旬以降、デイサービスやカラオケ喫茶などでクラスターが発生し、９月５日時点で

は１４５人の感染が確認されております。 

 

 

 
図８：徳島県内の感染動向 
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1.6 ấχ  

 

４月  つるぎ町長選挙     前回 無投票 

５月  阿波市長選挙      前回 投票率   ３３．５１％ 

７月  三好市長選挙      前回 投票率   ６３．０５％ 

１１月 阿南市議会議員選挙    前回 投票率   ５８．７５％ 

 

 

衆議院議員選挙 

２０１７年に行われた衆議院議員選挙の投票率は全国平均より低い結果となっています。当時、ブロック協

議会の多くで公開討論会が実施されました。公開討論会は性質上、政策本位の投票を推し進めるものであり

非常に重要なものですが、先ずは多くの人が投票に行く事が重要と考えます。公開討論会も推し進めなが

ら、投票率向上の取り組みと両輪で行う必要があります。 

 

 

 

図９：第４８回衆議院議員総選挙小選挙区投票率 

 

 

 

図１０：第４８回衆議院議員総選挙比例代表投票率 
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1.7 ӽπ͍͌ ӟ τ ήϦοΜϥ ṛ ϱЦрЕϞϱрТж  

■四国新幹整備計画 

四国新幹線は、大阪市から徳島県徳島市、香川県高松市、愛媛県松山市を経て大分市に至る新幹線です。 

全国新幹線鉄道整備法における基本計画路線と位置づけられています。また、四国横断新幹線と合わせて四 

国新幹線と総称されることもあります。詳細なルートは未決定で、着工の予定はいまのところなく、開業予 

定期も未定となっています。 

四国新幹線は、１９７３年に建設を開始すべき新幹線鉄道の路線を定める基本計画に盛り込まれました。

しかし、現在に至るまで、大鳴門橋以外で建設へ向けた動きはなく、具体的なルートや途中駅などは一切未

定です。２０１４年に４県と四国経済連合会、ＪＲ四国などによる四国の鉄道高速化検討準備会が四国新幹

線について建設費などを調査しました。それによりますと、四国新幹線を大阪～大分間において淡路島経由

で整備した場合、路線延長は４７７ｋｍ、概算事業費は４兆２００億円（建設費は３兆９９００億円、車両

費３３０億円）と試算されました。建設に向けた具体的な動きはほとんどありませんでしたが、２０１０年

代に入り、地元自治体などが新幹線誘致に本腰を入れ始めます。 

四国の鉄道高速化検討準備会が設立され、２０１４年４月に四国における鉄道の抜本的高速化に関する基

礎調査の結果をまとめました。２０１６年３月に国土交通省が公表した「四国圏広域地方計画」では、「鉄

道の抜本的な高速化」が「長期的な検討課題」とされました。２０１７年７月６日にはオール四国で新幹線

誘致を推進する新組織として「四国新幹線整備促進期成会」が発足しています。 

 四国新幹線については、大阪市を起点に、徳島市付近、高松市付近、松山市付近を経由し，大分市を終点

とする「四国新幹線」と、岡山市を起点に、高知市を終点とする「四国横断新幹線」の 2 つのルートが国の

基本計画において位置づけられております。 

 徳島県では、「四国新幹線の実現」に向けた取り組みを進めており、２０２０年、「四国新幹線」の実現

に向けた機運醸成を図るためキャッチコピーを募集し、全国２３１点の応募の中から、最優秀賞 1 作品、優

秀賞 2 作品を選考しました。 

 

 

図１１：四国新幹線イメージ図 
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図１２：中四国の基本計画路線  

 

  図１３：四国新幹線・PR キャッチコピー 
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1.8 ◑ ◕ρχ ὀ ệ 

中国湖南省、ブラジル、サンパウロ州、ドイツ、ニーダーザクセン州と交流があります。近年では中国湖

南省と両県省を結ぶ定期チャーター便が就航し、人的交流が本格化する一方、大学間の学術交流等多方面の

交流も始まっています。 

 今年１月、徳島市は姉妹都市である中国丹東市にマスク１５，０００枚を寄贈し、コロナ禍での支援を行

いました。 

美波町では姉妹都市提携を結ぶオーストラリア、ケアンズ市への中学生の留学がコロナの影響で中止とな

りました。 

徳島県内各自治体の２０２０年３月１日現在の姉妹、友好交流提携等の状況は以下の通りです。 

 

自治体名 提携先（海外）                 提携年月日      提携種類 

徳島県  湖南省（中国）                ２０１１年１０月２４日 友好県省 

徳島県  ニーダーザクセン州（ドイツ）       ２００７年９月１３日  友好交流 

徳島県  サンパウロ州（ブラジル）           １９８４年１１月６日 友好県州 

三好市  タクイラ市（アメリカ合衆国/ ワシントン州）   ２００７年８月１７日 姉妹都市 

三好市  ザ ダルズ市（アメリカ合衆国/ オレゴン州）   ２００７年８月１７日 姉妹都市 

徳島市  サギノー市（アメリカ合衆国/ ミシガン州）   １９６１年１２月２３日 姉妹都市 

徳島市  レイリア（ポルトガル/ レイリア県）        １９６９年１０月１５日 姉妹都市 

徳島市  丹東市（中国/ 遼寧省）          １９９１年１０月１日 友好都市 

美馬市  大理市（中国/ 雲南省）          ２０１０年８月２４日 友好都市 

鳴門市  張家界市（中国/ 湖南省）          ２０１１年１０月２６日 友好都市 

鳴門市  リューネブルク市（ドイツ/ ニーダーザクセン州）１９７４年４月１８日 姉妹都市 

牟岐町  埔塩郷（台湾/ 彰化県）          １９８３年７月２２日  姉妹郷町 

美波町  ケアンズ（オーストラリア/ クィーンズランド州）１９６９年４月１日 姉妹都市 
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ᵓזּ 1.9 ♅Ẹṳᵓρχ ὀ ệ 

徳島ブロックは徳島社会福祉協議会と協定を締結しており、災害時には人的支援や物的支援を互いに連携

しながら行います。 

今年は安全保障推進委員会が社会福祉協議会と連携し防災訓令を実施し、その中で安全保障に関する講演

会を行う予定となっていました。しかし、コロナの影響で防災事業が無くなり、講演会は中止となってしま

いました。 

 

 

1.10 χ ệ 

 

【南海トラフ巨大地震】 

今後３０年以内に７０～８０%の確率で発生するとされる南海トラフ巨大地震。 

南海トラフは、静岡県沖の駿河湾から九州の日向灘沖にかけて海底に延びる溝状の地形の事をいいます。 

南海トラフでの地震は１００～１５０年ごとに繰り返し起きています。地震発生の仕方は多様で、駿河湾

から四国沖まで広い範囲で同時に起きた１７０７年の宝永地震のような場合もあれば、東側と西側で時間を

置いて発生したケースもあります。 

徳島県自然災害誌(県発行)によると、４６年の昭和南海地震は紀伊半島沖で発生し、マグニチュード８．

０を観測しました。県内では県南を中心に津波が襲い、死者・行方不明者２０２人、全壊・流出家屋１０１

５棟以上の大きな被害がありました。 

今後もし南海トラフ地震が発生した場合、徳島県では最大震度７、最大津波高１６ｍ、津波到達最短時間

１５分、死者３万１，０００人、建物倒壊１３万３，０００棟、浸水面積１１７．５平方キロメートル、直

接被害額７兆円、１日避難者数３６万人、断水７１万人、停電３７万件、ガス供給停止２万１，０００戸と

いった甚大な被害が想定されています。 
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図１４：南海トラフ想定震源域 

 

 

 

 

図１５：津波高と到達時間  
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図１６：被害想定結果  

 

 

 

 

図１７：被害想定一覧  
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【会員数推移】 

各ＬＯＭの会員数の推移は以下の通りです。 

 

  ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年 ２０２１年 

徳島 １０３ １１４ １１８ １２５ １２２ １２５ １１６ 

小松島 １３ １６ １３ １５ １３ １２ ５ 

阿南 ２８ ２７ ２７ ２８ ２１ １５ １３ 

鳴門板野 ５２ ５１ ４０ ３５ ３４ ３１ ３５ 

阿波池田 ２５ ２１ ２０ １４ １２ ９ ９ 

吉野川 ３８ ３５ ３２ ３４ ３３ ２３ ３２ 

美馬 ３４ ２７ ３４ ３１ ３０ ２６ ２０ 

徳島 

ブロック 
２９３ ２９１ ２８４ ２８２ ２６５ ２４１ ２３０ 

 

 

県都ＬＯＭである徳島は会員数を増やしていますが、他の全てのＬＯＭで会員は減少しており、ブロック

全体では２０１５年から２０２１年にかけ、約２割の減少となっています。 

また、今後減少に歯止めがかからず会員の増加が見込めない場合、数年で解散せざるをえないＬＯＭも複

数あります。 
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1.11 ᶆ ₰ 

●諸大会の日程 

①ブロック大会の日程：７月３日（土）（予定） 

 

 

●２０２１年度 ブロック協議会組織図（案） 

 

 

 

 

●２０２１年度地区協議会出向人数予定 

役員１３名 

直前会長 １名 会長 １名 監査担当役員 ２名 副会長 ３名 運営専務 １名 委員長 ３名 

事務局長 １名 財政局長 １名   計１3 名 

 

会議委員会（フォロワー）４５名 

ブロック大会実行委員会 １３名  パートナーシップ推進委員会 １１名  組織強化委員会 １1 名 

事務局 ５名  財政局 ５名 

計４５名 
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●徳島ブロック協議会 １月１日現在 （組織グループ調査項目） 

２０１６年 【協議会内会員数：２９１ 名】    【出向者数：８９名】 【出向人数割合：３０.５％】 

２０１７年 【協議会内会員数：２８４ 名】    【出向者数：８８名】 【出向人数割合：３０.２％】 

２０１８年 【協議会内会員数：２８２ 名】    【出向者数：８６名】 【出向人数割合：３０.４％】 

２０１９年 【協議会内会員数：２６５ 名】    【出向者数：７５名】 【出向人数割合：２８.３％】 

２０２０年 【協議会内会員数：２４１ 名】       【出向者数：６３名】 【出向人数割合：２６.１％】 

２０２１年 【協議会内会員数：２３０ 名】見込【出向者数：４５名】 【出向人数割合：１９.５％】 

 

 

●ブロック協議会内 

ブロック協議会 アカデミープログラム 

人数規模：５０名 

 

 

●ブロック協議会内のＬＯＭでの新入会員セミナー開催 LOM 数 

（７LOM 中２LOM 開催） 

 

 

●各ブロック、各ＬＯＭのＷＥＢ会議、事業の調査 

（ブロックの実施 有・無） 

（７ＬＯＭ中７ＬＯＭ開催） 

 

 

●２０２０年 新型コロナウイルス対策事業の実施について（国家グループ調査項目） 

事業詳細：無し 

 

 

●ブロック協議会内 

外国人人口：  ６，５９２名  ２０１９年１２月現在 

外国人雇用人口：４，９４６名  ２０１９年１０月現在 
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●各ＬＯＭの拡大目標 

 

  
２０２１年度

期首会員 

２０２１年度

卒業生数 

拡大 

目標数 
懸念事項 特記事項 

徳島 １１６ ２４ ２５   

小松島 ５ ２ ７ 存続が懸念される  

阿南 １３ ２ １０ 存続が懸念される  

鳴門板野 ３５ ３ ５   

阿波池田 ９ ２ ５ 存続が懸念される  

吉野川 ３２ ６ １５   

美馬 ２０ ３ １５   

 

 

2 ṁ  

 

個の輝きが未来を創る 

挑戦と進化で新たな徳島の創造 

 

3 УкАϼ ὀⱧỘχ   

 

連携事業① ＬＯＭの拡大支援事業 

【政策手法（ゴールデンサークル）】 

Ｗｈｙ （理由）： 徳島ブロック協議会は７ＬＯＭ中２ＬＯＭにおいて、期首会員数が１０名を切る現

状で、解散の危機と常に向き合いながら活動しているため。 

Ｈｏｗ （手法）： 民間企業や各種団体からヒアリングをし、地域の現状を把握するとともに、会員数

の減少が著しいＬＯＭからもヒアリング調査をし、どういった支援が必要かを提

案して頂き、地区のスケジュール３月に予定されている拡大手法の策定に、地域

の現状とニーズに合った手法を反映し、各ＬＯＭ実施していただきます。 

W h a t  （効果）：会員減少に歯止めをかけます。 

 

【パートナー・種別】 

 徳島青年会議所 小松島青年会議所 阿南青年会議所 鳴門板野青年会議所 
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吉野川青年会議所 美馬青年会議所 阿波池田青年会議所 

連携事業②  関係諸団体との連携による防災・疾病ネットワークの構築 

【政策手法（ゴールデンサークル）】 

Ｗｈｙ （理由）： 四国は南海トラフ地震による甚大な被害が想定されており、津波や家屋倒壊などに

よる大勢の死者が予想される中、災害時の対応をシュミレーションし、死者数の減

少と被災者への支援を円滑に展開するため。 

Ｈｏｗ （手法）： 民間企業や社会福祉法人・行政機関とのネットワークを構築し、四国地区協議会と

連携します。 

W h a t  （効果）：四国４県を網羅した防災ネットワークに昇華させます。 

 

【パートナー・種別】 

社会福祉協議会 各ボランティア団体 行政機関 四国地区協議会 

 

 

連携事業③ ＪＣカップＵ－１１少年少女サッカー大会 

 【政策手法（ゴールデンサークル）】 

Ｗｈｙ （理由）： 新型コロナウイルスの影響で減少しているスポーツの機会提供と、子供たちを支え

る地域コミュニティーの強化を図るため。 

Ｈｏｗ （手法）： 徳島県内のサッカーチームと連携を取り、ＪＣカップＵ－１１少年少女サッカー全

国大会のブロック予選大会実施し、優勝チームを四国地区大会に推薦します。 

W h a t  （効果）：地域におけるスポーツの活性化がはかれると同時に、人財育成へとつながる教育の

屋台骨が形成されます。 

 

【パートナー・種別】 

 スポーツ関連団体 
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1 ϯϼЄдрФжр  

УкАϼẸṳᵓρΰοχ ᶤ  

ブロック協議会は、ＬＯＭに最も身近な協議会として連携し、支援していくとともに、ＪＣＩ日本本会、

そして地区協議会と各ＬＯＭの連絡調整を行う役割を担っています。支援に関しては、各ＬＯＭのニーズを

把握し、現状に応じた策を講じていきます。ＪＣＩ日本本会、地区協議会と各ＬＯＭの連絡調整に関して

は、ＪＣＩ日本本会、地区協議会からのメッセージ要旨の正確な把握に務め、各ＬＯＭにご協力が頂ける様

に伝達いたします。また、各ＬＯＭからの意見を検証、集約し、その実情を地区協議会に伝達することによ

り、一方的ではない、ＬＯＭと地区協議会の双方向による、メンバー全体のダイナミックなＪＣ活動を展開

していきます。そして、徳島ブロックを県下７ＬＯＭにとって成長できる場として提供します。 

 

 

УкАϼẸṳᵓ ᵠᶗχᵵ   

これまで徳島ブロックにおいては、メンバーを育てていく組織がなかったため、青年会議所活動に対する

知識や進め方に対する理解が低く、且つ、他ＬＯＭとのつながりが希薄なメンバーが多数います。その様な

メンバーの資質を向上させ、ＬＯＭやブロックの活動に積極的に参加する意欲の向上につながることを目的

とした委員会を設置し、アカデミー事業等を開催します。 

また、会議では ZOOM などのミーティングアプリを取り入れ、リアルとオンラインのハイブリッドを使い

分けることにより、LOM 間の親睦を深め連携を強化しつつも、参加者の時間的負担と金銭的負担を軽減し、

出向しやすい環境を構築します。 

 

 

УкАϼẸṳᵓ ꜛχⱧỘˢ╥―Ɫ ˣ̞ᾝ∕ ΰοΜϥⱧỘχᵵ ϬṜ∏ΰοΨιήΜʻ 

独自の事業① ブロックアカデミー事業の支援・推進事業の実施 

事業の概要：会員数の減少により十分な活動が展開されないＬＯＭや、それにより、ＪＣ活動の推進方法

が分からない新入会員がおり、組織のあり方を見直す必要があるため、講師を招いたアカデ

ミー事業を開催することにより、メンバーの資質向上とＬＯＭ間での交流が促進されます。 

 

 

独自の事業② 地域経済の再建を推進する事業の企画・実施 

事業の概要：コロナ禍の影響により地域経済が停滞しており、その立て直しを迫られているため、事業主

などが出店できるイベントを開催することにより、「新しいしい生活様式」の定着と、まち

の賑わい復活の第一歩となります。またイベント内では、地域独自の可能性を見出すため、

徳島の質的価値の高い資源をブランド化していくことにより、その魅力を広く共有していき

ます。 



24 

 

͍ ῇχ◒ 

メンバーの資質向上と交流促進するため、それらを目的とした委員会を設置する組織改革を行うことによ

り、メンバーの拡大とともに、地域における青年会議所への理解が深まっています。また、徳島ブロック協

議会のデジタル化は浸透し、会議や出向に対する積極的な参画が可能となっています。 

また、災害に対する意識が向上し、四国４ブロックをはじめ、各種団体との間で構築されたシームレスな

連携は、発災時の死亡者数減と、発災後の迅速な支援が展開され、被災想定値を大幅に下回る減災へとつな

がります。 

経済面では、「新しい生活様式」を取り入れたイベントを行い、自粛ムードを緩和する動きを醸成し、段

階的に活動レベルを上げていきます。そしてそのイベントの中で、徳島の質的価値の高い資源を共有しブラ

ンド化していくことにより、地域独自の可能性を再発見し、停滞していた経済が活性化され自立性が向上し

ています。 

常に挑戦し進化を続ける事により、活気溢れる新たな徳島県の姿があります。 

 

 

2 ╥―Ɫ   

 

図１：人口推移 

参照：https://resas.go.jp/data -analysis -support/#/population -composition/3 6/ - /1/ -   

 

 

図２：人口構成 

参照：https://resas.go.jp/population -

composition/#/pyramid/36/36201/2020/0/5.333900736553437/ 41.42090017812787/142.

29371418128918/ -  

 

 

図３：出生数・死亡数 / 転入数・転出数 

参照：https://resas.go.jp/population -

sum/#/graph/36/36201 /2015/0/5.333900736553437/41.42090017812787/142.29371418

128918/ -  

 

 

図４：徳島県転入数・転出数の上位地域 

参照：総務省「住民基本台帳人口移動報告」 

 

https://resas.go.jp/data-analysis-support/#/population-composition/36/-/1/-
https://resas.go.jp/population-composition/#/pyramid/36/36201/2020/0/5.333900736553437/41.42090017812787/142.29371418128918/-
https://resas.go.jp/population-composition/#/pyramid/36/36201/2020/0/5.333900736553437/41.42090017812787/142.29371418128918/-
https://resas.go.jp/population-composition/#/pyramid/36/36201/2020/0/5.333900736553437/41.42090017812787/142.29371418128918/-
参照：https:/resas.go.jp/population-sum/#/graph/36/36201/2015/0/5.333900736553437/41.42090017812787/142.29371418128918/-
参照：https:/resas.go.jp/population-sum/#/graph/36/36201/2015/0/5.333900736553437/41.42090017812787/142.29371418128918/-
参照：https:/resas.go.jp/population-sum/#/graph/36/36201/2015/0/5.333900736553437/41.42090017812787/142.29371418128918/-
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図５：徳島県年齢階級別準移動数の時系列推移 

参照：厚生労働省「都道府県別生命表」総務省「国勢調査」 

 

 

図６：徳島県男女人口・合計特殊出生率の推移 

参照：厚生労働省「人口動態調査」総務省「国勢調査」 

 

 

図７：経済成長率（名目）に対する寄与度 

参照：file:///C:/Users/Masatoshi%20Hiroura/Downloads/H29%E6%A6%82%E8%A6%81.pdf  

 

 

図８：徳島県内の感染動向 

参照：徳島県内の最新感染動向 

 

 

図９：第４８回衆議院議員総選挙小選挙区投票率 

参照：衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査結果調 

 

 

図１０：第４８回衆議院議員総選挙比例代表投票率 

参照：衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査結果調 

 

 

図１１：四国新幹線イメージ図 

参照：https://railproject.tabiris.com/shikoku.html  

 

 

図１２：中四国の基本計画路線  

参照：https://www.sanin -chuo.co.jp/www/contents/1539156615556/index.html  

 

 

図１３：四国新幹線・PR キャッチコピー 

参照：https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kendozukuri/doro/5034490  

 

 

 

file:///C:/Users/Masatoshi%20Hiroura/Downloads/H29æ¦�è¦�.pdf
https://railproject.tabiris.com/shikoku.html
https://www.sanin-chuo.co.jp/www/contents/1539156615556/index.html
https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kendozukuri/doro/5034490
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図１４：南海トラフ想定震源域 

参照：

https://news.yahoo.co.jp/articles/ea84524d73869d55ca5d0d66c9eb756cfd2aa346/images/000  

 

 

図１５：津波高と到達時間  

参照：http://www.asahi.com/special/nankai_trough/  

 

 

図１６：被害想定結果  

参照：https://anshin.pref.tokushima.jp/docs/2013071900016/files/gaiyou.pdf  

 

 

図１７：被害想定一覧  

参照：https://anshin.pref.tokushima.jp/docs/2013071900016/files/gaiyou.pdf  

 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/ea84524d73869d55ca5d0d66c9eb756cfd2aa346/images/000
http://www.asahi.com/special/nankai_trough/
https://anshin.pref.tokushima.jp/docs/2013071900016/files/gaiyou.pdf
https://anshin.pref.tokushima.jp/docs/2013071900016/files/gaiyou.pdf

